
明治時代には、 それまでと はちがう 、 新し い国の仕組みが作ら れまし た。

「 どう いう 国にするのがいいだろ う ？」 と いう こ と が真けんに考えら れるなかで、「 そも そも 日

本っ てどう いう 国？」 と 関心が高まり 、 日本の神話や歴
れき

史
し

が注目さ れるよう になり まし た。

こ の展
てん

覧
ら ん

会
かい

では、 明治、 大正、 昭和にかかれた、“ 日本画” と よばれる絵を展
てん

示
じ

し ています。

おおよそ時代順に展
てん

示
じ

し ているので、 絵を 見ながら 約 120 年の時間旅行をし ていき まし ょ う 。

子ど も の た め の ガ イ ド大
き
い

明治時代になると 、 江戸時代と は、 世の中が大き く 変わり まし た。 外国風の絵のかき 方も く わ

し く 知ら れるよう になっ て、 日本人で油絵を勉強する人も 出てき まし た。 そう いう 絵と 区別し

て、 日本の昔から の方法でかいた絵を 、“ 日本画” と よぶよう になり まし た。

？ そも そも 、 日本画っ てどう いう も の？

第１ 室 　 明 治の前 半
鈴木松年「 神武天皇・ 素戔嗚尊図屏風」（ すずきしょう ねん「 じんむてんのう   すさのおのみことずびょう ぶ」）  個人蔵

神話に出てく る有名な神様・ スサノ オノ ミ コ ト が、 怪
かい

物
ぶつ

ヤマタ ノ オロチを やっ つけると こ ろ 。

神武天皇たちが、山の中で道に迷っ てこ まっ ていたら 、天から

つかわさ れたヤタ ガラ スが道を 教えて助けてく れたと こ ろ 。

見る距
きょ

離
り

によっ て、 見え方も 、 楽し み方も 変わっ てく るね。

第６ 室 　 昭 和の後 半

屏
びょ う ぶ

風や掛
かけ

軸
じ く

だけではなく 、 額
がく

装
そう

の日本画も 、 たく さ んあり ます。

近付いて見ると 、、、 黄色い絵
え の ぐ

具がざら ざら し ているね。

何を かいているのかは、 分かり づら いかも 。

「 あ、 大き な風景を かいているんだ」 と 分かり ます。

すごーく 高いと こ ろ から 見た風景だね。

遠く から 見ると 、、、

き れいな色を 味わっ たり 、近 付 い て 見 て、、、

雲の上から 川を 見下ろ す大き な気分を 味わっ たり 、遠 く か ら 見 て、、、

？ 何を かいているかな？

明治、 大正、 昭和、 約 120 年にわたる日本画を 見てき まし た。

最初の部屋の絵と 、 最後の部屋の絵、 ちがう かな？　 似たと こ ろ も あっ たかな？

時代が変わると 、 かかれる絵も 変わっ てき ます。

今こ の時代に描かれている絵は、 どんなも のだろ う ？

昔の絵と 比べてみると 、 その特色がよく 分かるかも し れないよ。

こ れから も 、 美
びじ ゅ つかん

術館ではいろ いろ な作品を 紹
し ょ う かい

介し ます。 また見に来てね。

最後に

秋野不矩「 ガンガー（ ガンジス河）」（ あきのふく「 がんがー（ がんじすがわ）」）  静岡県立美術館蔵

きん

に ほん が じ っ せん

だい ゆう わく

ヒ ント ： 一番堂
どう どう

々と し て、 グループの中心にいる

人。 画家は、 絵を 見る人がちゃ んと 分か

るよう に主人公を 描いてく れているよ！

右の絵を見てみよう ？ ヤタ ガラ ス、 どこ にいるかな？

？ どの人が神
じ ん

武
む

天
てん

皇
のう

だろ う ？



新し い日本画のかき 方を 工夫し よう ！と いう 活動が活発になっ ていく のが、 こ のこ ろ 。

こ の絵の新し いチャ レンジは、線を ほと んど使わずに、も やっ と し た色の面でかく と こ ろ です。

「 空気を かく にはどう し たら いいだろ う 」 と いう テーマのも と に考えら れたかき 方です。

線を 使わないで、 ぼんやり し た色でかく と こ ろ は、 第２ 室の

「 日
じ つ

・ 月
げつ

蓬
ほう

莱
ら い

山
さ ん

図
ず

」 と 近いかも し れません。

でも 、 雰
ふん

囲
い

気
き

は全然ちがいます。

大正時代には、 西洋の美術を 直
ちょ く せつ

接見て勉強するために、 外国

に行く 画家が増えまし た。

こ の絵を 描いた入
いり

江
え

波
は

光
こ う

さ んも 、 ヨ ーロッ パを 旅行し て、 特

にイ タ リ アの古い絵に刺
し

激
げき

を 受けたそう です。

第４ 室 　 大 正そ の２
下村観山・ 横山大観「 日・ 月蓬莱山図」（ しもむらかんざん・ よこやまたいかん「 じつ・ げつほうらいさんず」）  静岡県立美術館蔵

入江波光「 草園の朝」（ いりえはこう「 そうえんのあさ 」）

静岡県立美術館蔵

大正時代になると 、 人間の個性や自由と いっ たも のが

大事にさ れるよう になり ます。

第３ 室 　 大 正そ の１
尾竹竹坡「 乳供養」（ おたけちく は「 ちちく よう 」）  個人蔵

？ どう いう と こ ろ がちがう のかな？

？ こ の絵も 、 やっ ぱり 目に見えないも のを

表現し よう と し ているよ。何だと 思う ？

③空気②光①音

？ 空気が感じ ら れるかな？

？ 人物の顔に注目。どんな顔をし てる？

日本画でも 、 個
こ

性
せい

的
てき

な表
ひょ う げん

現が多く 見ら れるよう になり ます。

こ っ ちには７ 羽

ちなみに、、、

こ のかき 方は、あいまいでよく 分から ないな、と いう 意味で「 朦
も う

朧
ろう

体
たい

」 と よばれまし た。 あまり 評
ひょ う ばん

判は良く なかっ たみたいだね。

こ の絵は、 昭和 5 年（ 1930 年）、 イ タ リ アのローマで大き な日本画の展
てん

覧
ら ん

会
かい

が開かれたと き に

展
てん

示
じ

さ れまし た。 日本はこ う いう 国ですよ、 日本画と はこ う いう 絵ですよ、 と 、 外国の人にア

ピールし たかっ たのではないかな。 と ても 気合いが入っ ています。

伊
い

勢
せ

のお屋
や

敷
し き

は、 すみずみまでお手入れが行き と どいていたそう です。

ヒ ント ： 人の周り の床を見てみて。？ どこ から それが分かるかな？

第５ 室 　 昭 和の早いこ ろ

松岡映丘「 今昔ものがたり伊勢図」（ まつおかえいきゅう「 こんじゃくものがたりいせず」）  静岡県立美術館蔵

ツルが５ 羽いるよ

？ 伝説の霊
れい

山
ざん

の雰
ふん

囲
い

気
き

は、どう だろ う ？

第２ 室 　 明 治の後 半

？ 色の雰
ふん

囲
い

気
き

がこ れまで見てき た絵と はちがう みたい。どう ちがう かな？

伝
でん

説
せつ

の霊
れい

山
ざん

・ 蓬
ほう

莱
ら い

山
さ ん

仙人が住んでいて、 不
ふ

老
ろ う

不
ふ

死
し

の薬があるそう です。

おめでたい鳥、 ツルも 住んでいます。

最初の部屋にも 、

蓬莱山を 描いた絵があっ たよ。

比べてみてね。

『 今
こ んじ ゃ く も のがたり し ゅ う

昔物語集』より

天皇から の使者と し て、 藤
ふじ わら のこ れひら

原伊衡と いう 人が、 和歌

の名人・ 伊
い

勢
せ

のお屋
や

敷
し き

を訪
たず

ねたと こ ろ

仏教のお釈
し ゃ

迦
か

様
さ ま

のエピソ ード

苦し い修行をやめて山を出たお

釈
し ゃ

迦
か

様
さ ま

に、 スジャ ータ ーさ んが

乳
ちち

がゆをさ さ げる場面です。


